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開催会場開催日時

令和8年9月3日（木曜日）
開場：午後1時　開演：午後1時30分

9月24日～30日は結核・呼吸器感染症予防週間。9月はがん征圧月間です。

京都市北文化会館
京都市北区小山北上総町49番地の2（キタオオジタウン内）

主催：京都市・京都府医師会・京都市地域女性連合会・京都予防医学センター
後援：京都市保健協議会連合会・京都市老人クラブ連合会・京都府栄養士会・京都府看護協会・京都府診療放射線技師会・京都労働局・京都労働基準協会・ＮＨＫ京都放送局

ＫＢＳ京都・京都新聞・京都新聞社会福祉事業団・朝日新聞京都総局・産経新聞社京都総局・毎日新聞京都支局・日本経済新聞社京都支社・読売新聞京都総局

入場無料

対象：京都市民 又は 京都市内に通勤・通学されている方

事前申込要／／先着390名様

結核と非結核性抗酸菌につい結核と非結核性抗酸菌についてて
講演Ⅰ

結核と非結核性抗酸菌について

橘　洋正橘　洋正先先生生橘　洋正先生

【講師】【講師】
独立行政法人国立病院機構独立行政法人国立病院機構　　南京都病院南京都病院　　内科内科
医長医長

【講師】
独立行政法人国立病院機構　南京都病院　内科
医長

講演Ⅱ

消化管が消化管がんん（（特に胃がん・大腸がん特に胃がん・大腸がん））の最近の動の最近の動向向消化管がん（特に胃がん・大腸がん）の最近の動向

福井福井　　寿朗寿朗先先生生福井　寿朗先生

【講師】【講師】【講師】
一般財団法人一般財団法人　　京都予防医学センター京都予防医学センター　　消化器内科消化器内科
部長部長
一般財団法人　京都予防医学センター　消化器内科
部長

お申し込み・お問い合わせ

※お電話・FAX・メールにて先着390名様まで受付けております。
※お申込みには、住所、氏名（ふりがな）、電話番号が必要です。
※手話通訳・要約筆記の必要な方は、8月21日（金）までにお申出ください。

genki@kyotoyobouigaku.or.jp

075-811-9155
075-811-9138

8月3日（月）～9月1日（火）申込
期間

市営地下鉄烏丸線北大路駅下車１番出入口すぐ
京都市バス北大路バスターミナル下車すぐ
駐車場はございませんので公共交通機関を
ご利用ください。

〈アクセス〉

https://www.kyoto-ongeibun.jp/kita/
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考考えるつどえるつどいい考えるつどい
結核結核結核 予防予防予防 がんがんがん



（速報値）

計147人
令和7年

京都市　新登録患者数

【部位別にみたがんの死亡数（令和6年）】

出典：国立がん研究センターがん情報サービス 「がん統計」（全国がん登録）
※性別不詳があるため男女の合計が総数と一致しない場合があります。

出典：国立がん研究センターがん情報サービス 「がん統計」（厚生労働省人口動態統計）

1位 2位 3位 4位 5位

肺 大腸 胃 膵臓 肝臓

52,333人 28,826人 24,720人 20,371人 15,133人

大腸 肺 膵臓 乳房 胃

25,590人 23,236人 20,864人 15,869人 13,147人

肺 大腸 膵臓 胃 肝臓

75,569人

部位

人数

部位

人数

部位

男 

性

女 

性

全 

体 人数 54,416人 41,235人 37,867人 22,465人

【部位別にみたがんの罹患数（令和5年）】
1位 2位 3位 4位 5位

前立腺 大腸 肺 胃 膵臓

102,094人 85,208人 81,381人 71,135人 23,761人

乳房 大腸 肺 胃 子宮

102,592人 68,830人 42,607人 33,729人 30,738人

大腸 肺 胃 乳房 前立腺

154,039人

部位

人数

部位

人数

部位

男 

性

女 

性

全 

体 人数 123,989人 104,864人 103,424人 102,094人

　「がん」は昭和56年以来、わが国の死亡原因の第1位であり、死亡数と罹患数は年々増加しています。

　主要死因別で見ると、他の疾病を大きく引き離しており、現在、日本人の2人に1人が「がん」に罹患し、男性で4人に1人、

女性で6人に1人が 「がん」により亡くなると言われています。

　部位別のがん死亡数は、全体で肺がんが最も多く、大腸がん、膵臓がん、胃がんの順番となっています。

　また、部位別のがん罹患数は、全体で大腸がんが最も多く、続いて肺がん、胃がんの順番となっています。

※結核患者の約6割を65歳以上が占めています。感染症法では、65歳以上の方は
　毎年結核健診を受けるように定められています。

【主要死因別にみた死亡率の年次推移（人口10万対）】

資料：厚生労働省人口動態統計
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　結核は、近年減少傾向にあり、令和3年に初めて「低まん延国」となりましたが、

今後の動向を注視していく必要がある感染症のひとつです。

　最近の結核患者の傾向をみると、高齢者が6割以上を占めています。

　現在の高齢者は、若い頃に流行を経験し、すでに結核に感染している人が多く、

体力や抵抗力が低下した時に眠っていた結核菌が目覚めて発病しやすいといわれて

います。そのため、年齢が上がるほど、結核患者として発見される方が多くなって

います。

　一方、若い世代の多くは未感染のため、結核に感染しやすく、比較的早い時期に

発病する危険性があります。また、外国人の結核患者も増加傾向が続いており、

特に若い世代においてとても多くなっています。

　結核のまん延を防ぐためには早期発見が大切です。年1回は必ず健診を受けま

しょう。

【令和7年京都市結核新登録者年齢階級別内訳】

20～64歳
34%

65～79歳
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80歳以上
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0～19歳
1%


